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↑住民説明会の様子

↑農業委員永年勤続表彰伝達式の様子

　広野町は、１月14日（水）から17日（土）の４日間、い

わき市にある応急仮設住宅集会所や広野町公民館などで計

６回、住民説明会を開催しました。テーマは、公設商業施設、

広野町除染等に関する検証委員会の中間答申、災害廃棄物・

除染廃棄物仮置き場、災害廃棄物等仮設減容化処理、見守

りカメラ、県立中高一貫校などです。県立中高一貫校「ふ

たば未来学園高校」については、福島県教育委員会の職員

から説明がありました。

　広野町農業委員会長の大
お お わ だ

和田久
ひ さ し

司さん、職務代理者の

鈴
す ず き

木利
としのり

令さん、農業委員の猪
い が り

狩圭
けい

二
じ

さんの３人が４期（12

年）以上農業委員として勤続したため第59回福島県下農業

委員大会において表彰されました。伝達式は平成26年11月

20日開催の広野町農業委員会議の際に、職務代理者より行

われました。

　この受賞を機に、他の農業委員の模範として、地域農業

の発展と振興にさらなるご活躍をされることを期待してお

ります。

住民説明会を開催

農業委員永年勤続表彰を伝達

↑平成27年新春交歓会の様子↑除染等検証委員会中間答申の様子

↑大きな年賀状と獅子舞を披露した子どもたち

　１月６日（火）、広野小学校体育館で平成27年広野町新

春交歓会を開催しました。町が新春交歓会を開いたのは東

日本大震災後初めてのことで、復興副大臣をはじめ約170

人の参加者が集い、新年のあいさつを交わしました。

　１月８日（木）、広野町除染等に関する検証委員会が遠

藤町長に中間答申をしました。当日は５人の委員が広野町

役場に訪れ、８回にわたって開催した検証委員会や部会で

の様々な提言や意見などを踏まえた中間答申を、熊
くまがい

谷敦
あ つ し

史

委員長が手渡しました。

　１月５日（月）、広野町児童館の児童14人が広野町役場

を訪れ、大きな年賀状を遠藤町長に手渡し、獅子舞を披露

しました。年賀状も獅子舞の獅子頭も、昨年末に子どもた

ちが児童館で作ったものです。

平成27年新春交歓会除染等検証委員会が中間答申

↑町・町議会合同要望活動の様子

　１月13日（火）、広野町と広野町議会は、福島市内で合同

要望活動を行いました。遠藤町長および鈴木議長をはじめと

する12人の町議会議員全員が参加し、環境省、復興庁福島

復興局および福島県に要望書を提出しました。要望したのは、

中間貯蔵施設への安全・安心な輸送体制の確立、ＪＲ常磐

線の列車増便、国保・介護・後期高齢の保険税（料）および

一部負担金など免除の財政支援、新規転入者に係る国保税

未納対策、高速道路無料措置継続、就学支援事業の継続、

フォローアップ除染の実施、森林除染、農業用ため池の放射

性物質対策事業の実施などです。

町・町議会合同で
環境省などに要望活動

児童館の児童が
大きな年賀状と獅子舞を披露

↑元気よく防火宣言をする広野幼稚園の園児

　１月18日（日）、広野町消防団と広野町婦人消防隊が、

広野町総合グラウンドで平成27年出初め式を行いました。

出初め式に先駆けて、町内をパレードしましたが、震災後

初めて広野幼稚園の園児もそろいの法被姿でパレードに参

加しました。園児たちは、強く吹く浜風の寒さにも負けず、

「私たちは火遊びをしません」と力強く防火宣言をしまし

た。

平成27年消防出初め式

↑双葉地方町村会のＪＲ東日本へ要望活動の様子

　１月９日（金）、双葉地方町村会が東日本旅客鉄道株式

会社水戸支社に「ＪＲ常磐線の列車増便に関する緊急要望」

を行いました。この４月、広野町にふたば未来学園高校が

開校するのに伴い、その登下校環境を整備するよう増便を

要望するものです。当日は、馬
ば ば

場有
たもつ

副会長（浪江町長）と

遠藤町長が同支社を訪れ、吉
よしかわ

川浩
ひ ろ し

史営業部長に要望書を手

渡しました。

双葉地方町村会が
ＪＲ東日本へ要望活動


